
 

 

 

２０２５年 12 月１日 
 

幼保連携型認定こども園  西神戸 YMCA保育園 1２ 月えんだより  
 

12 月聖句：「 神は我々と共におられる 。」   

＜マタイによる福音書 Ⅰ章 23 節＞ 

 

朝夕は冷え込む日が多く、 また陽が沈むのが早まり 、街の明かりが灯る夕刻に なると 秋を飛び越えて 冬

の訪れを感じます。 本当に早いもので今年も 12 月がやってきました 。 10 月末のハロウィン、 11 月のサ

ンクスギビングデー（収穫感謝日）、そしてクリスマスと大切な行事が続きます。世の中はイルミネーシ

ョンが輝き、クリスマスソングが鳴り響いています が、子ども達 が保育園でクリスマスの歌 や音色を耳に

しながら、 静かに過ごす時間も大切に したいと思います 。  

さて、「 クリスマスって何でしょう ？」と 尋ねると、「 イエスさまのお誕生日 ！」 と答える のではない

かと思います。 イエス さま がお生まれになる時、もうひとつ別の名前がつけられていました。 それはイ

ンマヌエルという名前 で、 その意味は「神は我々と共におられる」ということです。まさしく年主題で

ある「共に」を象徴するように、神さまは私たちと共にいらっしゃるということです。 そのイエスさま

は馬や牛のえさ箱である飼い葉桶に眠る小さな赤ちゃんのお姿で私たちのところにいらしてくださった

救い主です。神の御子でありながら、最も小さきもののところ、 最も低いところへと降りてきてくださ

いました。私たちの日常 には喜びや恵みもたくさんありますが、 同様に穏やかでいられないできごとも

ありそれに 惑わされて 悩むものです。 時に病気や怪我、 災害等、理不尽に 感じられることもあります。

しかしイエスさまが共にいてくださることで、励ましと 希望と祈りを与えられます。 すべてのクリスマ

スは、待ち望む楽しみや喜びを分かち合う幸せが、家庭の中にも園の中にも与えられる時です。クリス

マスまでのアドベントの時を子どもたちと ご家族の皆様と共に大切に過ごしたいと思っています。  

12 月 乳児（ 0,1,2 歳児）  幼児（ 3,4,5 歳児）  

月主題 わくわくするね ／わくわくするね  神さまありがとう ／気づく  

月
の
願
い 

・ クリスマスの雰囲気を感じてわくわくする

ね。  

・ 絵本を見てうたを歌って楽しく過ごし、気

持ちが満たされる 。  

・ 友だちや保育者といろいろな形で喜びを表

現する。  

・風や空気の冷たさ、日の入りの早さなど変

化を感じ、冬の訪れを感じる。  

・ 本当のクリスマスを知り、家族や友だち、クリスマ

スを初めて迎える小さい組の 子どもたちに、その喜

びを知らせようとする。  

・誰かのために祈ること、またプレゼントをもらうこ

とだけでなく、心を込めて準備をし贈ることの嬉し

さを経験する。  

・うたや踊りや劇、飾り作り、アドベントカレンダ

ー、様々なことを通してクリスマスをともに待つこ

と楽しむ。  

讃美歌 おほしがひかる /きよしこのよる  おほしがひかる /きよしこのよる  


